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日本技術士会東北本部県支部の新春講演会

講演する井良沢氏

　
日
本
技
術
士
会
東
北
本

部
県
支
部
（
小
野
寺
徳
雄

支
部
長
）
は
１
月

日
、

盛
岡
市
の
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

い
わ
て
で
新
春
講
演
会
を

開
い
た
。
岩
手
大
学
名
誉

教
授
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
土

砂
災
害
防
止
広
報
セ
ン
タ

ー
理
事
を
務
め
る
井
良
沢

道
也
氏
が
講
師
を
務
め
、

近
年
の
東
北
地
方
に
お
け

る
土
砂
災
害
の
事
例
か

ら
、
減
災
対
策
の
在
り
方

に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
当
日
は
会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ

を
合
わ
せ
て
、
約

人
が

受
講
。
講
演
会
の
冒
頭
、

小
野
寺
支
部
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、
同
支
部
の
研

究
会
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る

感
謝
の
意
を
示
す
と
と
も

に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
の
「

年
に
行
く
べ

き

カ
所
」
の
一
つ
に
盛

岡
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
対

し
て
「
技
術
士
会
の
諸
先

輩
や
会
員
の
皆
さ
ん
の
活

動
も
貢
献
し
て
い
る
の
で

は
」
と
話
し
た
。

　
井
良
沢
氏
は
「
地
域
と

共
に
創
る
減
災
を
目
指
し

て
〜
近
年
の
東
北
地
方
で

多
発
す
る
土
砂
災
害
か
ら

学
ぶ
こ
と
」
と
題
し
て
講

演
。
近
年
の
東
北
地
方
に

お
け
る
土
砂
災
害
の
特

性
、
住
民
の
警
戒
避
難
に

お
け
る
課
題
、
災
害
の
伝

承
な
ど
幅
広
く
論
じ
「
土

砂
災
害
は
忘
れ
ら
れ
が
ち

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
伝

承
し
て
い
く
か
が
課
題
」

と
問
題
提
起
し
た
。

　
近
年
の
東
北
地
方
に
お

け
る
土
砂
災
害
に
つ
い
て

は
「
予
兆
無
き
災
害
」「
新

た
な
天
地
創
造
」
「
隠
さ

れ
た
地
形
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
提
示
し
た
。
昨

年
末
に
山
形
県
鶴
岡
市
で

発
生
し
た
土
砂
災
害
の
事

例
で
は
、
崩
壊
深
が
約
９

㍍
と
非
常
に
深
か
っ
た
点

を
指
摘
。「
通
常
の
崖
崩
れ

で
あ
れ
ば
崩
壊
深
は
２
〜

３
㍍
程
度
で
あ
り
、
普
通

の
急
傾
斜
で
は
な
い
大
規

模
な
崩
壊
だ
っ
た
」
と
、

融
雪
の
影
響
や
小
規
模
な

深
層
崩
壊
な
ど
の
可
能
性

を
挙
げ
た
。そ
の
上
で「
現

時
点
で
は
予
測
が
非
常
に

困
難
」
と
し
て
、
既
往
の

発
生
事
例
の
収
集
と
解
析

を
通
じ
た
予
知
予
測
の
必

要
性
を
説
い
た
。

　
井
良
沢
氏
は
、
東
北
地

方
は
巨
大
地
震
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
た
地
形
が
多
い

こ
と
や
、
火
山
灰
や
風
化

花
崗
岩
な
ど
で
谷
の
形
成

が
未
発
達
な
「
ま
っ
た
り

と
し
た
斜
面
」
で
は
今
後

の
気
象
条
件
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
点
を
提
示
。

隠
さ
れ
た
地
形
に
対
し
て

は
「
今
後
は
同
様
の
災
害

事
例
を
抽
出
し
、
危
険
度

判
定
を
行
う
こ
と
が
必
要

だ
」
と
展
望
し
た
。

　
住
民
の
避
難
に
お
け
る

課
題
に
つ
い
て
は
、
宮
古

市
の
白
浜
地
区
な
ど
の
事

例
を
挙
げ
な
が
ら
「
行
政

主
導
の
送
迎
避
難
」
を
提

唱
し
た
。
災
害
記
憶
の
伝

承
に
向
け
て
は
「
地
区
防

災
計
画
の
検
討
」
「
地
域

で
循
環
す
る
学
び
の
サ
イ

ク
ル
」
「
地
域
外
か
ら
の

若
い
世
代
の
参
加
」
な
ど

を
提
案
。「
和
歌
山
県
土
砂

災
害
啓
発
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
土
砂
災
害
防
災
教
育
を

専
門
に
す
る
施
設
も
紹
介

し
、
地
域
に
お
け
る
災
害

文
化
の
醸
成
に
向
け
た
思

い
を
語
っ
た
。
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県
建
設
業
Ｂ
級
会
（
森

田
敏
雄
会
長
）
は
１
日
、

盛
岡
市
の
ア
ー
ト
ホ
テ
ル

盛
岡
で
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
研
修
会
と

新
年
交
賀
会
を
開
催
。
研

修
会
で
は
、
建
設
業
振
興

基
金
か
ら
講
師
を
招
き
、

利
用
手
順
や
メ
リ
ッ
ト
、

今
後
の
展
開
な
ど
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
に
対
す
る

理
解
を
深
め
た
。

　
同
日
は
、
森
田
会
長
や

来
賓
の
県
県
土
整
備
部
建

設
技
術
振
興
課
の
菅
原
常

彦
総
括
課
長
、
県
建
設
業

協
会
の
向
井
田
岳
会
長
、

東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
岩

手
支
店
の
打
田
徹
支
店

長
、
㈱
日
刊
岩
手
建
設
工

業
新
聞
社
の
宮
野
裕
子
代

表
取
締
役
、
会
員
ら
約

人
が
出
席
し
た
。

　
研
修
会
の
冒
頭
に
森
田

会
長
は
、「
研
修
会
を
通
し

て
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
背
景
や

目
的
な
ど
を
学
び
な
が

ら
、
今
後
の
展
開
な
ど
を

含
め
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
来
賓
の
菅
原
課
長
は
、

「
地
域
建
設
業
は
、
激
甚

化
・
頻
発
化
し
て
い
る
自

然
災
害
や
老
朽
化
が
進
む

公
共
施
設
の
維
持
管
理
や

更
新
へ
の
対
応
な
ど
、
県

民
生
活
の
維
持
・
向
上
や

地
域
の
発
展
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
大
切
な
存

在
」
と
話
し
、
い
わ
て
建

設
業
振
興
中
期
プ
ラ
ン
２

０
２
３
（
仮
称
）
の
策
定

を
進
め
て
い
る
こ
と
も
紹

介
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
研
修
会
な

ど
、
中
期
プ
ラ
ン
の
各
種

施
策
に
対
し
積
極
的
な
取

り
組
み
に
敬
意
を
表
し
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
支
援
と

協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　
研
修
会
で
は
、
同
基
金

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
事
業
本
部
の
松
島

竜
生
事
業
促
進
部
次
長
が

「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演

し
た
。

　
松
島
次
長
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

▽
ど
こ
の
現
場
で
で
も
就

業
履
歴
が
た
ま
る
▽
建
退

共
の
就
業
実
績
が
デ
ー
タ

で
た
ま
る
▽
保
有
資
格
と

就
業
履
歴
を
合
わ
せ
て
能

力
評
価
さ
れ
る
▽
自
分
の

技
能
や
就
業
履
歴
を
証
明

で
き
る
│
な
ど
を
例
示
。

さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
の

助
成
金
を
活
用
し
た
取
り

組
み
事
例
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
の
協
業
、
サ
テ
ラ
イ

ト
説
明
会
の
開
催
な
ど
も

紹
介
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
利

用
促
進
を
呼
び
掛
け
た
。

　
研
修
会
後
に
は
新
年
交

賀
会
が
行
わ
れ
た
。
森
田

会
長
は
、
建
設
業
を
取
り

巻
く
現
状
を
話
し
、
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
と
い
う
新
し
い
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
も
挙
げ
な
が
ら
、
改
め

て
予
算
の
確
保
や
働
き
方

改
革
の
重
要
性
を
指
摘
。

「
Ｂ
級
会
と
し
て
、
で
き

る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
い

き
た
い
」
と
新
年
の
抱
負

を
述
べ
た
。

　
向
井
田
会
長
の
祝
辞
に

続
き
、
宮
野
代
表
取
締
役

の
音
頭
で
乾
杯
。
出
席
者

は
、
今
年
の
抱
負
や
今
後

の
建
設
産
業
界
の
方
向
性

な
ど
に
つ
い
て
歓
談
し

た
。

　
◇
中
村
淳
一
氏
（
㈱
佐

賀
組
代
表
取
締
役
社
長
）

◇
髙
橋
賢
氏
（
同
常
務
取

締
役
営
業
本
部
長
）
◇
七

木
田
俊
宣
氏
（
㈱
ト
ヨ
タ

レ
ン
タ
リ
ー
ス
岩
手
顧

問
）
◇
及
川
耕
平
氏
（
同

盛
岡
地
区
法
人
営
業
グ
ル

ー
プ
長
兼
盛
岡
店
店
長
）

‖
２
日

　
県
沿
岸
広
域
振
興
局
土

木
部
岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー

が
進
め
る
小
本
川
（
岩
泉

町
）
の
河
川
激
甚
災
害
対

策
特
別
緊
急
事
業
に
お
い

て
、
架
け
替
え
対
象
の
橋

梁
と
し
て
最
長
と
な
る
赤

鹿
橋（
橋
長
約
１
７
０
㍍
）

が
完
成
し
た
。１
日
に
は
、

同
町
袰
野
で
施
工
者
の
主

催
に
よ
る
渡
り
初
め
式
な

ど
が
行
わ
れ
た
。
同
土
木

セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
工
事

関
係
者
、地
域
住
民
ら
は
、

新
橋
の
供
用
開
始
を
祝
っ

た
。

　
同
土
木
セ
ン
タ
ー
は
、

台
風

号
災
害
へ
の
対
応

と
し
て
、
小
本
川
の
河
川

改
修
を
進
め
て
い
る
。
下

流
側
の
延
長

・
１
㌔
と

清
水
川
２
・
０
㌔
で
は
河

川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊

急
事
業
（
総
事
業
費
約
２

２
８
億
円
）、上
流
の

・

８
㌔
で
災
害
復
旧
助
成
事

業
（
同
約
１
１
４
億
円
）

を
導
入
し
、
河
道
掘
削
工

事
や
橋
梁
の
架
け
替
え
な

ど
を
推
進
。

年
度
の
事

業
完
了
を
目
指
す
。

　
小
本
川
に
架
か
る

橋

に
関
し
て
は
、
河
川
改
修

に
伴
い
、
架
け
替
え
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
今
回

の
赤
鹿
橋
は
、
３
番
目
に

完
成
し
た
橋
梁
。
新
た
な

橋
は
、
旧
橋
か
ら
１
５
０

㍍
ほ
ど
下
流
側
に
架
け
替

え
ら
れ
た
。

　
新
橋
の
橋
長
は
約
１
７

０
㍍
で
、
幅
員
は
４
㍍
。

橋
梁
の
中
央
部
に
は
、
車

両
の
擦
れ
違
い
の
た
め
、

延
長

㍍
区
間
に
わ
た
り

幅
員
６
㍍
の
待
避
所
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
県
北
緑

化
㈱
・
長
沢
産
業
㈱
Ｊ
Ｖ

が
橋
梁
下
部
工
、
北
日
本

機
械
㈱
が
橋
梁
上
部
工
の

施
工
を
担
当
し
た
。
新
橋

の
整
備
事
業
費
は
約
９
億

円
。

　
現
地
で
は
、
同
土
木
セ

ン
タ
ー
や
工
事
関
係
者
、

地
元
の
代
表
者
ら
が
神
事

や
渡
り
初
め
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
な
ど
を
実
施
し
た
。

同
町
袰
野
字
宮
本
の
在
住

で
、

歳
の
加
藤
キ
ノ
さ

ん
は
、「
元
気
に
橋
を
渡
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
。
と
て
も
良
い
記
念
と

な
っ
た
。
新
し
い
橋
が
出

来
上
が
っ
た
こ
と
で
、
水

が
出
て
も
安
心
し
て
渡
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
喜
び

を
話
し
て
い
た
。

　
袰
野
公
民
館
で
開
か
れ

た
式
典
で
は
、
施
工
者
を

代
表
し
、
県
北
緑
化
の
昆

野
裕
治
代
表
取
締
役
が
あ

い
さ
つ
。「
旧
赤
鹿
橋
は
１

９
６
３
年
に
架
け
ら
れ

た
。
台
風

号
の
際
の
濁

流
に
も
耐
え
、

年
近
く
、

多
く
の
人
を
渡
し
続
け
て

き
た
。
今
日
を
も
っ
て
、

旧
橋
は
役
目
を
終
え
る
。

新
た
な
赤
鹿
橋
が
役
目
を

引
き
継
ぎ
、
地
域
の
振
興

の
た
め
に
、
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

　
来
賓
の
う
ち
、
岩
泉
町

地
域
整
備
課
の
三
上
訓
一

課
長
は
「
復
興
の
証
と
し

て
安
心
し
て
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
」、

北
日
本
機
械
の
七
戸
弘
営

業
本
部
長
は
「
生
命
・
財

産
を
守
る
希
望
の
橋
と
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を

添
え
た
。

　
同
土
木
セ
ン
タ
ー
の
田

村
達
博
河
川
復
旧
課
長

は
、
橋
梁
の
概
要
や
河
川

改
修
の
進
捗
状
況
を
住
民

ら
に
説
明
。
今
後
も
地
域

と
一
体
と
な
っ
て
、
事
業

を
進
め
る
考
え
を
示
し

た
。

　
加
藤
栄
喜
袰
野
公
民
館

長
は
、
地
域
住
民
を
代
表

し
、「
東
日
本
大
震
災
、
台

風

号
の
被
害
を
受
け
、

ど
こ
に
い
て
も
大
災
害
が

起
こ
る
も
の
だ
と
実
感
し

た
。
造
っ
た
も
の
を
生
か

し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
命

を
守
る
の
か
を
考
え
た

い
。
新
し
い
橋
の
完
成
に

感
謝
申
し
上
げ
る
」
と
述

べ
た
。

　
旧
橋
は
延
長
約
１
２
０

㍍
、
幅
員
３
・
６
㍍
。
同

土
木
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１

日
か
ら
旧
橋
の
撤
去
工
事

を
進
め
て
い
る
。

昆野代表取締役のあいさつ

盛岡広域環境組合の設立式

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　
盛
岡
広
域
環
境
組
合

（
管
理
者
・
谷
藤
裕
明
盛

岡
市
長
）
が
１
日
、
設
立

さ
れ
た
。
組
合
は
、
ご
み

処
理
施
設
の
設
置
や
管

理
、
運
営
な
ど
に
関
す
る

事
務
の
共
同
処
理
を
実
施

す
る
も
の
。
同
日
は
、
盛

岡
市
愛
宕
町
の
市
中
央
公

民
館
で
設
立
式
が
開
か
れ

た
。

　
同
組
合
は
、
盛
岡
広
域

８
市
町
で
構
成
す
る
。
新

た
な
ご
み
焼
却
施
設
の
整

備
予
定
地
は
、
盛
岡
市
上

厨
川
地
内
、
盛
岡
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
。
稼
働

開
始
は
、
現
段
階
で

年

度
を
目
指
し
て
い
る
。

　
設
立
式
に
は
、
管
理
者

で
あ
る
谷
藤
市
長
を
は
じ

め
、
盛
岡
広
域
８
市
町
の

首
長
ら
が
出
席
。
谷
藤
市

長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
新
た

な
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い

て
は
、
最
新
の
知
見
に
基

づ
く
技
術
の
導
入
に
よ
る

高
度
な
環
境
対
策
を
講
じ

て
い
く
。
８
市
町
連
携
の

も
と
で
３
Ｒ
の
推
進
を
図

る
な
ど
、
圏
域
に
お
け
る

循
環
型
社
会
の
形
成
を
推

進
し
て
い
く
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　
祝
辞
で
は
、
達
増
知
事

（
代
読
・
佐
々
木
健
司
環

境
生
活
部
技
監
兼
環
境
担

当
技
監
兼
廃
棄
物
特
別
対

策
室
長
）
が
登
壇
。「
ご
み

の
減
量
や
資
源
化
を
一
層

推
進
す
る
と
と
も
に
、
ご

み
の
焼
却
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
な

ど
に
努
め
、
循
環
型
社
会

の
構
築
を
目
指
す
こ
と

は
、
県
の
施
策
の
方
向
性

と
軌
を
一
に
す
る
も
の

だ
」
と
述
べ
た
。

　
組
合
で
は
、
▽
一
般
廃

棄
物
処
理
計
画
の
策
定
▽

ご
み
処
理
施
設
の
設
置
、

管
理
お
よ
び
運
営
▽
一
般

廃
棄
物
の
中
継
運
搬
▽
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
施
設
の

設
置
、
管
理
お
よ
び
運
営

―
な
ど
に
関
す
る
事
務
を

共
同
処
理
す
る
。

頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃
頃

　
地
域
住
民
ら
に
よ
る
赤

鹿
橋
の
渡
り
初
め

最
最
最
最
最
最
最
最

　
建
設
物
価
調
査
会
（
東

京
都
中
央
区
）
は
、
建
設

機
械
運
転
技
術
者
の
国
家

資
格
で
あ
る
建
設
機
械
施

工
管
理
技
士
の
受
検
者
向

け
に
、「
建
設
機
械
施
工
管

理
技
術
必
携
」
＝
写
真
＝

と
「
建
設
機
械
施
工
管
理

技
術
検
定
試
験
問
題
集
」

を
２
月
に
発
刊
す
る
。
動

画
視
聴
を
中
心
と
し
た
受

検
対
策
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講

座
も
開
講
す
る
。

　
技
術
必
携
は
、
最
新
の

出
題
傾
向
か
ら
機
械
化
施

工
の
基
礎
知
識
と
施
工
技

術
、
関
連
法
規
な
ど
を
解

説
。
問
題
集
は
過
去
５
回

分
の
検
定
問
題
に
詳
細
な

解
説
を
加
え
て
い
る
。
技

術
必
携
、
問
題
集
と
も
に

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

「
建
設
物
価
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
Ｓ

ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
」
か
ら
注
文
す

る
と
送
料
が
無
料
に
な

る
。

　
受
検
対
策
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
講
座
は
任
意
の
日
時
、

場
所
で
何
度
で
も
受
講
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
詳

細
は
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
（h

ttp
s://b

o
o
k
.

k
en
setu

-
n
a
v
i.co
m

/

）
か
ら
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
１
２

０
│
９
７
８
５
９
９
）。


